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重点取組
分野

平成２８年度
総括

重点取組
分野

平成２９年度
総括

重点取組
分野

平成３０年度
総括

具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果
・学習状況調査の分析については十分とは言
えず、今後の課題が残った。
・授業公開は一部の教科に限り、実施すること
ができたが、実践集でのまとめは行うことがで
きなかった。一方、生徒向けの授業アンケート
を実施し、その結果を教科内で分析したり、導
入されたタブレットを活用した授業実践を進め
るなど、言語活動を重視した実践を意識するこ
とができた。

B
確かな学
力

・全国および市学力・学習状況調査の分析をブ
ロック内３校で協力して行い、ブロックとしての課
題を明確にした上で、指導案検討や小中相互の
公開授業を行うなど合同授業研修会を活性化さ
せる。
・生徒向け授業アンケートを継続して実施し、経
年変化も含めて分析し、授業改善に役立ててい
く。

・学習状況調査の結果を３校合同で分析するこ
とについては、深めることができなかったが、９
年間で身に付けさせたい力や資質・能力につ
いて共有し、指導案検討会や授業後協議会等
に生かすことができた。
・生徒向けアンケートについては２回実施する
ことができ、経年変化に着目しながら、改善策
等を考え、授業づくりを進めることができた。

B
確かな学
力

・全国や市の学力・学習状況調査の結果を検証し、授
業に生かしていく。
・研究授業を行い、教職員がお互いの授業を見合い
高め合う。
・各教科において言語活動の力を高める授業の展開
を研究する。

・学習状況調査の結果の検証については十分
とは言えず、その方法について研修を深めてい
く必要がある。
・２回の校内授業研究会に加え、小中一貫教育
推進の取組として、授業を公開することを通し
て、授業力の向上を目指した。
・表現力の育成を学校全体の課題に設定し、各
教科で授業展開の工夫を進めてきた。

確かな学
力

・全国や市の学習状況調査の結果について各教科で
分析し、教科会や研修会等で本校の課題を明確にし、
授業を工夫する。
・各教科において、表現力の育成を目指した言語活動
を取り入れた授業公開を行い、実践集にまとめる。

　・道徳、教科学習や総合で様々な人権問題を
取り扱い、視野を広げ、考えを深めた。
　・人権作文コンクールに全員が参加すること
で、お互いの考えや思いに気づくことができた。
　・委員会活動の中での人権に繋がる活動をお
こなったり、ボランティアで、地域の清掃活動を
おこなった。来年度もさらに広げていく。

B 豊かな心

・生徒が人権問題に関する視野を広げ、考えを深めることができる授
業を目指して、教職員で研修する。具体的には、今年度はＬＧＢＴ研
修を行う。
・人権作文コンクールに全員が参加することで、人権に対する意識を
磨く。
・福祉委員会による赤い羽根募金活動や愛の光運動、ＷＦＰ参加呼
びかけ、図書委員会と放送委員会で人権週間プログラムを考えて実
行するなど、委員会活動を中心として、生徒が人権に対する考えを
高めたり、自ら行動できるようにはたらきかける。

・生徒が人権問題に関する視野を広げ、考えを深めることが
できる授業を目指して、教職員でＬＧＢＴ研修を行った。
・人権作文コンクールに全員が参加することで、人権に対す
る意識を磨いた。
・福祉委員会による赤い羽根募金活動や愛の光運動、ＷＦＰ
参加呼びかけ、図書委員会と放送委員会で人権週間プログ
ラムを考えて実行するなど、委員会活動を中心として、生徒
が人権に対する考えを高めたり、自ら行動できるようにはた
らきかけることができた。

B豊かな心

・生徒理解研修会（人権・道徳）を実施して子どもの実
態を多角的に理解することで、一人ひとりが安心して
学校生活を送ることができるようにする。
・道徳の授業では、生徒の成長過程や学校行事に
合った教材を用い、生き方についてより深く考える力を
養っていく。
・人権作文コンテストに全員が参加することで、人権へ
の理解と意識を高める。

　生徒理解研修会を実施し、子どもの課題解決
をめざしよりよいアプローチが出来るようにし
た。道徳や教科学習（社会科、国語）では、人
権に対して視野を広げ、考えを深める授業を
行った。人権作文コンテストに全員が参加する
ことで、人権への理解や意識を高めることがで
きた。今後も人権教育の推進に向けて研修も
加え研鑽していきたい。

豊かな心

・生徒にとって自分ごととなるような道徳の授業を目指
して、教職員で研修する。
・人権作文に生徒が全員が取り組み、道徳の授業で
発表するなど、お互いの考えや思いを共有することで
人権意識を高める。

毎朝の健康観察や健康診断、カウンセリングを
はじめとする健康相談活動を行い健康状態の
把握、支援に努めた。また、体力テストをはじ
め、持久走や授業前の運動を通し体力の向上
がみられた。また保健の授業を通して、思春期
における身体の成長や生活習慣の重要性や健
康について関心を高めることができた。来年度
も引き続き取り組んでいく。

A
健やかな
体

・身体の成長や健康について関心をもち、また
日々の健康状態を把握し、健康教育や学校保健
委員会を通して、規則正しい生活や調和のとれ
た生活が送れるよう支援を行う。
・体育の準備ドリル運動や学習カードや部活動か
ら、自分自身の体力を知り、安全に留意しながら
体力向上のための活動が行えるよう助言する。

・健康教育・学校保健委員会から「心の健康」、
特に「命の尊重」と「コミュニケーション」につい
て知識を深め、考えることができた。また日々
の健康相談活動では寄り添った支援に努め
た。
・継続的な運動により、自身の体力向上や課題
を知ることができた。また保健分野で運動の特
性や思春期における身体の成長・生活習慣の
重要性の知識を深めることができた。

A
健やかな
体

・日々の健康観察、健康診断、健康相談活動から健
康状態を把握し、調和のとれた生活を続けるための支
援を行う。
・資料を活用した健康教育を通して、健全な体の育成
のための知識を深める。
・体力テストをもとに自分自身の体力を知り、向上のた
めの持続的な運動を行う。

毎朝の健康観察や健康診断、カウンセリングを
はじめとする健康相談活動を行い健康状態の
把握、支援に努めた。保健体育の授業や喫
煙、飲酒、性教育などの学習を学級内で行い
知識を深めてきた。体力テストをはじめ、持久
走や授業前の運動を通し体力向上の成果がみ
られた。以上3点を中心に来年度も引き続き取
り組んでいく。

健やかな
体

・日々の健康観察、健康診断、健康相談活動から健
康状態を把握し、調和のとれた生活を続けるための支
援を行う。
・体力テストをもとに自分自身の体力を知り、安全に留
意しながら体力向上のための持続的な運動を行うよう
助言する。

・ＹＰアセスメントを活用し、学級活動を充実させ
ることは達成することができなかったが、定期
的な教育相談活動や、日ごろの担任と生徒の
交換日記を通して、生徒一人ひとりの心情に寄
り添った相談活動ができた。
・年度当初の生徒理解研修・生徒指導研修を
通して、職員間の共通理解を得ることができ
た。

A 生徒指導

・ＹＰアセスメントシートを活用し、それを横浜プロ
グラムによる学級活動の充実を図り、生徒が学
校を自分の居場所と感じられるようにする。
・問題行動の指導に徹するのではなく、授業以外
の時間を活用して生徒に声掛けをし、生徒と教員
との信頼関係を築き、生徒がより良い学校をつく
ろうとする意識を醸成する。

・ＹＰアセスメントシートなどを活用し、学級指導
や積極的生徒指導に生かすことができた。また
生活アンケートから教育相談につなげることが
できた。
・休み時間や放課後などを活用し、生徒との信
頼関係を築くことができた。また生徒に関わる
情報を共有し、生徒指導に役立てることができ
た。

A生徒指導

・学習や学級活動を充実させることで、生徒の自尊感
情を高める。
・毎月の生活アンケートを実施することで、生徒理解を
深め、教育相談の充実を図る。
・ＹＰアセスメントを活用することで、生徒理解を深め、
学級活動の充実を図る。

定期的に生活アンケートや教育相談を行うこと
で、日々変化する生徒の心情に寄り添った相
談活動を行うことができた。また授業以外の時
間でも生徒とコミュニケーションをとり、信頼関
係を築くことができた。YPアセスメントを活用し
生徒理解を深めることができたが、それを継続
的に学級活動につなげることができなかった。

生徒指導

・YPアセスメントを活用し、生徒理解を深めることで学
級活動の充実を図り、基本的な生活習慣の確立や規
範意識を育てる。
・生徒指導研修を充実させることで、全職員の共通理
解・情報の共有化を図り、生徒一人ひとりの心情に寄
り添った相談活動を行い、生徒・保護者との信頼関係
を深める。

小学校併設型中学校としてのスタートにあた
り、校長を中心とした担当者会議や学校運営協
議会で、ブロックとしての９年間で育てる子ども
像を策定することができた。また合同研修会等
で共有する場を設けることができた。新学習指
導要領については、市教委から講師を招いて
研修会を行い、趣旨理解を図ることができた。

A 教育課程

・ブロック合同教科主任会を２回以上実施し、こども像
に迫る手だて（学び方の確立）と小中一貫カリキュラム
の策定を行う。
・ブロック合同担当者会を通して、３校の行事計画を確
認するとともに、学校教育目標と９年間で育てる子ども
像の具現化を目指した学校行事の計画に向けて、保
護者向けのアンケートを実施し分析を行う。

・高田中ブロック「育てる資質・能力」の共
有化を図り、合同教科主任会を通し、各教
科に小中連携・小小連携という視点での協
議を行った。
・学校評価に関して、併設型小中学校とし
ての取組に関する共通質問項目を設定
し、保護者向けのアンケートを実施し、分
析を行った。

A
キャリア教

育

・小中一貫教育推進の取組と連動させ、９年間のキャ
リア教育（自分づくり活動）の指導計画を作成する。
・キャリア教育の根幹を表現力の育成、言語活動の活
性化と位置づけ、すべての教科でそれらの指導場面
を組み入れた授業を工夫する。

・ブロック内小学校と連携して指導計画を作成
したが、今後も常に修正、改善を加えていく必
要がある。
・ブロックとしてキャリア教育を定義し、自分づく
り活動において表現力を重視するという点につ
いて職員の共通理解を図ることができた。また
推進指定校として、小学校と協働しながら取組
や実践について発信していくことができた。

教育課程

・小学校併設型中学校として、小学校と連携して９年
間で育てる子ども像を明確にし、全教職員での共有を
徹底する。
・新学習指導要領の趣旨理解を全教職員で行えるよう
研修を実施する。

「個別支援計画・指導計画」作成研修会をグ
ループワーク形式で開き、特性や課題、具体的
支援内容を複数の視点から考える機会となっ
た。各々の特性や卒業後の課題に合わせ、授
業形態や視覚教材、具体物の提示を取り入れ
たことは効果的であったので、今後も継続して
いく。特別支援の必要性の研修を開き、聞こえ
方、見え方、感じ方を共感する機会となった。

A
特別支援
教育

・引き続き、特別な支援を必要とする生徒の「個
別の支援・指導計画」の作成について研修会を
開く。
・別室登校の生徒の「見立ての期間」を設け、観
察・評価をしてアセスメント・支援計画を（簡単に）
作成して、教材や活動の充実を図る。

別室登校の生徒の課題を具体化し、支援に生
かすために、年度初めに個々を評価する時間
を設け、課題に合わせた指導を試みた。課題
設定は適切であったが、登校日程が固定され
なかったため、指導につなげるのは少し難し
かった。「個別支援計画・指導計画」作成研修
会をグループワーク形式で開き、特性や課題、
具体的支援内容を複数の視点から考える機会
となった。

A
特別支援
教育

・一般学級に在籍する、特別な支援を必要とする生徒
の「個別支援計画」および「個別指導計画」の作成の
仕方を全職員に周知する研修会を開く。
・個別支援級生徒の個々の特性や課題をしっかり把
握し、一人ひとりにあった支援・指導を行う。

一般学級に在籍する、特別な支援を必要とす
る生徒の「個別支援計画」および「個別指導計
画」の作成の仕方を全職員に周知する研修会
を開いたことで、個々の特性や課題、具体的な
支援内容を確認する機会となった。来年度も継
続して取り入れ、個々の特性や課題をしっかり
把握し、一人ひとりにあった支援・指導へとつな
げたい。

特別支援
教育

・一般学級に在籍する特別な支援を必要とする生徒の
「個別の支援計画」および「個別の導計画」の作成に
ついて研修会を開き、特に通級指導学級に通う生徒
の作成に繋げる。
・個別支援学級の生徒個々の特性や課題を把握し、
卒業後の姿を見据えながら、一人ひとりにあった支
援・指導を行う。

・今年度併設型小中学校に指定され、３校合同
の学校運営協議会を開催し、「地域で子どもを
育てる」姿勢を確認すると共に、「９年間で育て
る子ども像」を策定した。
・地域コーディネーターが本格的に始動し、定
期試験前や夏季休業中の学習室開設や各行
事にボランティア応援を導入することができた。
・生徒も地域ボランティア活動に積極的に参加
した。

A
学校運営
協議会・地
域連携

・合同学校運営協議会で、「９年間で育てる子ども像」
に基づいて「身に付けたい資質・能力」を検討すると共
に、「９年間一貫した学び方の確立」を策定する。
・地域コーディネーターと協働して、学習支援や様々な
活動支援を展開する。
・引き続き、学校だよりやホームページで学校の状況
を発信すると共に、生徒の地域活動への参加を促す。

・高田中ブロックでの「育てる資質・能力」を
もとに、現行の教育活動を資質・能力ベー
スで捉えなおすし、「資質・能力カリキュラ
ム」を策定することができた。
・学校・地域コーディネーターの支援のも
と、学習室の開設を、火・木の放課後に定
期的に実施できた。

A
学校運営
協議会・地
域連携

・学校だよりやホームページなどを用いて情報発信に
努める。
・学家地連、地区懇談会、学校運営協議会などを活用
し、地域と意見交換をする。
・地域の活動に生徒が参加できるよう体制を整備す
る。

・学校だよりを中心に活動内容や生徒の様子を
定期的に発信することができた。
・来年度は地域コーディネーターを有効活用
し、学校と地域の双方の教育の力を発揮し、生
徒の豊かな成長をめざしたい。
・生徒が地域の清掃活動に参加できるように体
制整備し、１年間通じて清掃活動に参加した。

学校運営
協議会・地
域連携

・小学校との合同学校運営協議会で9年間で育てる子
ども像を策定する。
・地域コーディネーターと協働して、学習支援の取組を
行う。
・生徒が地域活動へ参加できるように、活動の情報発
信や参加を促す取組を行う。
・学校だよりやホームページをさらに活用し、情報発信
に努める。

・生活アンケートやいじめアンケートなどを
通して、いじめで悩んでいる生徒の早期発
見に努め、早期対応へとつなげることがで
きた。
・いじめ防止基本方針の見直しを行い、改
訂を行った。

A
いじめへの
対応

・高田中学校のいじめ防止基本方針の周知に努
め、いじめ防止に向けて、学校・家庭・地域が連
携できるようにする。
・休み時間や放課後を活用し、教育相談活動の
充実を図り、生徒の細やかな変化に気づき、いじ
めの早期発見へとつなげる。

・ホームページを通じ、いじめ防止基本方
針の周知に努め、いじめの早期発見・早期
対応できるよう、生徒一人ひとりに寄り添っ
た組織立った対応をした。
・定期的な教育相談や生活アンケートのみ
ではなく、必要に応じて適宜教育相談を実
施し、いじめの早期発見へとつなげた。

A
いじめへの
対応

・定期的な教育相談活動や生活アンケートを行うこと
で、生徒の心身の変化を細かくとらえる。
・いじめの未然防止・早期発見・早期対応に向けて、い
じめ防止対策委員会を中心に指導体制をつくり、いじ
め防止基本方針の点検と見直しを毎年度行う。

ブロック内
相互評価
後の気付
き

・年間２回実施しているブロック内研究授では、「表現力の育成」を共通テーマに設定するとともに、自分づくり
活動の視点を組み入れた授業を展開、参観することで９年間のキャリア教育についての研究を深めることがで
きた。また合同で指導案検討ができたことも各自の授業改善に向けて大きな成果があったと考える。
・年間２回の１２人会議（各校管理職、教務主任、研究主任）に加え、３人会議（校長）、研究主任会、教務主任
会を随時開催し、共通認識を深めることができた。併設型小・中学校としてのスタートにあたり、児童・生徒指
導専任教諭も含め、より綿密な連携が必要となってくる。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

･小学校併設型中学校として、９年間で育てたい子ども像「・自らすすんで学び続ける子　・仲間と協
力してよりよい社会の実現を目指す子」を設定することができた。それを実現するために身につけさ
せる資質能力について今後研究を進めたい。
・中学校の教員による小学校での算数科、社会科の授業の実践などを通じて、各学校の交流が進
み、学校の特色や教育内容の共有をすることができた。

ブロック内
相互評価
後の気付
き

・小学校併設型中学校として、９年間で「育てる資質・能力」を策定し、年間２回実施しているブロック
内研究授業では、共通テーマ「表現力の育成」とともに、育成する資質・能力を意識した授業づくり
についての研究を深めることができた。また合同で指導案検討ができたことも各自の授業改善に向
けて大きな成果があったと考える。
・「育てる資質・能力」をもとに現行の教育活動を資質・能力ベースで見直すことができた。これをも
とに高田中ブロック「９年間一貫した学び方の確立」へとつなげたい。

・キャリアステージに応じた人材育成の目標設定をす
ることにより、職員全体で人材育成を行うという意識
がもてるようになった。
・OJTの場として学年会・指導部会を活用することが
できたが、計画的に行うことという点で課題がある。
・回数は少なかったがメンターチームによる研修会を
設定することができた。

B
人材育成・
組織運営

・キャリアステージに応じた人材育成の目標設定を全
員が行い、組織として人材育成に取り組む。
・学年会・指導部会でのＯＪＴを計画的に行う。
・メンターチームによる研修を年間３回以上行う。
・キャリアステージに応じた組織編成を行い、人材育
成を行うとともに、効率的な組織運営を図る。

・自己観察書を活用し､各職員の目標設定の中に、キャリアステージ
に応じた人材育成の目標設定をすることにより、職員全体で人材育
成を行うという意識がもてるようになった。
・若手の人材を育成する視点で､組織編成を行い､若手の職員が行
事などで中心的な役割を担う体制を整備し､成果をあげた。
・OJTの場として学年会・指導部会を活用することができたが、計画
的に行うことという点で課題がある。
・回数は少なかったがメンターチームによる研修会を設定することが
できた。

A
人材育成・
組織運営

・自己観察書の各分野にキャリアステージに応じた人
材育成の目標を設定する。
・学年会・指導部会を人材育成の場として活用し、経
験の浅い職員へ適切な指導・助言を行う。
・メンターチームを組織し、お互いが学びあう場や体制
をつくる。

・自己観察書を活用しての人材育成の目標設
定は行われ、職員全体で人材育成を行うという
意識がもてるようになった。
・OJTの場として学年会・指導部会を活用する
ことができ、経験の浅い職員に対して、様々な
立場からの指導・助言があった。
・回数は少なかったがメンターチームによる研
修会を設定することができた。

人材育成・
組織運営

・自己観察書を記入する際に、キャリアステージに応じ
た目標設定ができるような資料を準備し、職員全体で
人材育成に取り組むという意識を一層もてるようにす
る。
・学年会・指導部会でのOJTを計画的に行う。
・メンターチームによる研修を年間3回以上実施する。

学校経営
中期取組
目標
振り返り

・自己観察書を作成する際に、中期学校経営方針に基づいた目標設定を行い、中期学校経営方針が単なる
スローガンに終わることがないように職員全体で確認できた。
・人材育成を管理職だけで行うのではなく、組織全体でそれぞれのキャリアステージにおうじた取組を行ってい
く体制を整備することができた。
・思考・判断・表現力の育成のための取組を今年度から総合的な活動の時間や国語を中心として教科での取
組を開始することができた。次年度にはさらに取組を進めていきたい。

学校経営
中期取組
目標
振り返り

・中期学校経営方針に基づいた目標設定を行い、各部署、各個人で取組を明確にして全員が学校経営ニトリ組んでいく体
制が整備されつつある。
・人材育成を管理職だけで行うのではなく、各職員が自分のキャリアステージて取り組み、組織として人材育成を行う意識
ができてきた。
・思考・判断・表現力を育む取組が総合的な時間や各教科で行われ、よい事例をフィードバックする取組を行うことができ
た。

学校経営
中期取組
目標
振り返り

・中期学校経営方針に基づいた目標設定を行い、各部署、各個人で取組を明確にして全員が学校経営に取り組む体制が
整備できた。
・人材育成を管理職だけで行うのではなく、各職員が自分のキャリアステージて取り組み、組織として人材育成を行うことが
できた。
・思考・判断・表現力を育む取組が総合的な時間や各教科で行われ、よい事例を文化祭などでフィードバックする取組を行
うことができた。
・学校地域コーディネーターを養成し、学校地域コーディネーターと協働し地域の教育資源を活用する体制を整備した。

学校関係者
評価

・全体としては落ち着いてまじめに授業に取り組んでいる。ただし、音読や発表の声が小さかったり、反応が薄
かったりするので、もう少し活気ある授業になるようにさらに工夫して欲しい。
・行事ごとのスローガン制作や生徒作品などの掲示物や展示物がとても充実している。
・体育祭・文化祭（高田祭）や部活動への取組を見ると、生徒が主体的に行事を企画･運営し、全校生徒が生
き生きと行事に取り組んでいる様子がうかがえる。
・地域行事や地域清掃へのボランティア参加も定着しつつあると思う。

学校関係者
評価

・ほとんどの生徒が、挨拶を積極的にし、時間やルールを守るなどの基本的な生活習慣が身に付い
ており、生き生きと学校生活を送っているようである。
・地域行事や地域の公園清掃へのボランティア生徒の参加も多く、今後も積極的に地域行事へ参
加していって欲しい。
・併設型小中学校になり、学校運営協議会も高田中ブロックで開かれるようになったので、学校評
価の質問事項をそろえると、生徒の様子を把握することができ、学校の取組改善につながると思う。

学校関係者
評価

・学校行事において仲間と協力して目標に向けて取り組む姿や自分の役割を果たそうとする姿が多
く見られた。
・地域行事や地域の公園清掃、また今年度から始まった地域コーディネーター主催の学習会などに
参加する生徒が多く、地域の方々との関わりが深まってきている。
・今後も併設型小中学校として９年間で育てる資質能力の育成を目指して、地域の協力を得ながら
教育課程の充実を図りたい。


